
 

 

 

平成２７年４月２４日 

東海旅客鉄道株式会社 

 
東海道新幹線 徒歩による誘導訓練および新横浜駅折返し運転訓練の実施について 

 

 東海道新幹線では、自然災害などの異常事態発生に備え、社員の対応能力・技術レベルを向上させるため、 

各現場での日々の教育訓練に加え、「異常時を想定した実践訓練」を定期的に実施しています。 

今年度は、地震により列車が停止し、係員による点検に相当な時間を要することが判明したという想定で、 

駅手前に停止している列車からお客様を車外へ降車させ、徒歩により最寄駅まで誘導する訓練を行います。 

その後、東京～新横浜間の運行が不能となったことを想定し、新横浜駅での折返し運転訓練を実施します。 

 

１．実施日時  平成２７年５月２８日(木）２３時５０分～２６時３０分まで（予定） 

 

２．実施場所  東海道新幹線 新横浜駅構内 

 

３．訓練内容 

東海道新幹線の駅係員・乗務員のほか、沿線の施設・電気関係の現業機関社員など、約１４０名の社員が 

参加して訓練を実施します。 

（１） 列車から梯子を用いて線路上に降車し、最寄り駅まで誘導する訓練 

（２） 折返しすることとなった列車の車内点検や清掃、座席転換の手順を確認する訓練 

（３） 新横浜駅にて折返し運転を実施するための車両の入換え訓練 

 

 【（１）列車から梯子を用いて線路上に降車し、最寄り駅まで誘導する訓練】 

 
 

【（２）折返し列車の車内点検および清掃・座席転換の手順確認訓練】 

 

 【（３）折返し運転訓練】 

 

②線路脇通路を徒歩にて約 200m 移動 

③最寄り駅（新横浜駅）のホーム上まで誘導 

①列車から、梯子を用いて降車 

←至 東京 至 小田原→ 

16 号車 15 号車 


